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   開     議 

 

 

○鈴木富美子議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、９番、内谷

邦彦議員の１名であります。よって、ただいま

の出席議員は定足数に達しております。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○鈴木富美子議長 日程第１、市政一般に関する

質問を13日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 渡部正之議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 順位６番、議席番号７番、渡

部正之議員。 

○７番 渡部正之議員 おはようございます。清

和長井の渡部正之です。 

 ４月に行われました市議会議員選挙において、

無投票ではありましたが、２期目当選をさせて

いただきました。市民の皆様の声を施策に反映

できるよう、初心忘れることなく、真心と熱意

を持って議員活動に取り組んでいきたいと思っ

ております。 

 ６月定例会一般質問をさせていただきます。

私からは、アフターコロナのシティプロモーシ

ョンについてと、協働のまちづくりを進めてい

く上での課題についての２項目で、４点質問い

たします。 

 新型コロナウイルス感染症、法上の位置づけ

が、ゴールデンウイーク明けの５月８日から、

季節性インフルエンザなどと同じ５類に移行し

ました。今後法律に基づいた外出自粛の要請な

どはなくなり、感染対策は個人の判断に委ねら

れるほか、幅広い医療機関での患者の受入れを

目指すなど、３年余り続く国のコロナ対策は、

大きな節目を迎えました。また、マスク着用の

考え方については、個人の主体的な選択を尊重

し、マスクは個人の判断を基本とし、本人の意

思に反してマスクの着脱を強いることがないよ

う、個人の主体的な判断を尊重することや、子

供の健やかな発育、発達の妨げにならないよう

配慮すること、感染が大きく拡大している場合

は、一時的に場面に応じた適切なマスク着用を

広く呼びかけることなどが留意点として上げら

れております。 

 ようやくウィズコロナからアフターコロナに

転換しつつあり、本市でも各種行事、イベント

等が通常どおり行えるようになってきておりま

す。これまでもアフターコロナを見据えた様々

な取組がされてきておりますが、アフターコロ

ナになりつつある今、持続可能で豊かな社会実

現のため、これまでの課題を整理し、まちづく

りの方向性とビジョンを今まで以上に市民の皆

様と共有しながら、事業展開すべきと考えるこ

とから、質問いたします。 

 新型コロナウイルス感染症の影響による大き

な社会構造の変化にも直面しており、長井市が

将来にわたり持続的に発展していくためには、

市民、事業者、市が一丸となり、長井に生まれ

育ち、暮らしていることに誇りや喜びを感じる

ことができるまちづくりを進めることが必要で

あると思います。市外の個人や事業者とも連携

し、外からの活力を呼び込み、選ばれる長井と

なることが求められております。 
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 そこで重要となってくるのが、これからのシ

ティプロモーションの考え方であり、方向性で

あると考えます。そのシティプロモーションは、

私たちの世代だけでなく、将来の世代にもつな

がっていくものでなければなりません。持続可

能なシティプロモーションを展開するためには、

本市の魅力発信にとどまらず、市内外の一人一

人が長井とつながっていることに誇りや喜びを

感じ、その魅力を主体的に情報発信できるよう

な仕組みづくりなど、長井ブランドの構築に向

けた戦略性のある取組が今後ますます重要にな

ってくると考えます。 

 また、市外に住みながら、定期的、継続的に

本市に関わりを持っていただける関係人口の創

出・拡大への取組については、これまでも質問

させていただいておりますが、人口減少が進む

中で、地域を維持、発展させていくために、関

係人口の力を活用して活性化を図ることは、シ

ティプロモーション活動においても、とても有

効であると考えます。 

 今年５月から地域と市外から訪れる人をつな

ぐ場所の創出に向けた、地域おこし協力隊によ

る関係案内所ＳＥＮＮを拠点とした活動が開始

されております。現状や今後の構想についてお

話しさせていただいたところ、関係人口の人と

地域の住民交流ができる場所としての様々な事

業が計画され、事業の一つとしては、全国の自

治体や団体で関係人口について取り組んでいる

方や団体を呼んで話し合うことで、新たな発見

やつながりも生まれ、このつながり自体が関係

人口になり、関係人口の在り方のよりよい考え

方を見つけることができるのではないかという

考えから、関係人口フェスなどを開催してみた

いとのことでありました。本市における地域を

元気にできる第３の人口、関係人口の創出・拡

大の新たな展開につながることを期待しており

ます。 

 そこで１点目でありますが、今後関係人口の

人と地域の住民交流が活発になっていくことは、

持続的で発展可能なまちを目指すシティプロモ

ーション活動においてとても重要であり、有効

であると考えますが、今後における本市と関係

人口との関わりをどのように考えているのか、

地域づくり推進課長に伺います。 

 ２点目でありますが、令和４年４月に城南信

用金庫が主体となって地域おこしなどを行う、

よい仕事おこしフェア実行委員会との包括的連

携協定が締結されたことや、羽田イノベーショ

ンシティでの出展、さらにホストタウン交流事

業をきっかけとして、パートナーシップ協定が

締結された東京都港区白金台にある株式会社八

芳園では、首都圏での特産品販売や、文化の紹

介等が行われているとのことでありました。ま

た、今年度は本市の姉妹都市であるドイツ・バ

ートゼッキンゲン市、茨木県結城市との姉妹都

市盟約40周年の節目となっていることから、市

民訪問団による相互交流の機会を設け、姉妹都

市の絆を今後さらに深めていくための事業など

が予定されており、さらなるつながりの広がり

に期待しているところでもあります。 

 本市は、これまでに培ってきた住民主体の多

彩な地域活動や市民と市民のつながりなど、

様々な優位性があります。このような優位性を

十分に生かし、市民と共に地域を築くシティプ

ロモーションを展開していただきたいと思って

おります。 

 パートナーシップ協定などによる新たな関係

性の構築により、地域活性化につながる効果的

な情報発信やブランド強化が図られているもの

と思いますが、現状どのように感じているのか、

また、今後の取組についての考えを、政策推進

監に伺います。 

 ３点目であります。アフターコロナのシティ

プロモーションにおいては、本市のブランド強

化を図り、市民と一体となった戦略性のある取

組を行っていくことが重要と考えます。 
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 インナープロモーションとして、まちへの関

心をさらに高めることや、活動への参画意欲の

向上を目指すこと、市民による発信や、その推

奨に取り組み、アフタープロモーションでは、

本市の認知向上、イメージ強化、訪問や居住意

欲向上を目指し、トータル的に市外からの評価

向上につなげていくような戦略が必要と考えま

すが、市長の見解と今後の方向性を伺います。 

 次に、協働のまちづくりを進めていく上での

課題について質問いたします。 

 本市では、戦略的な地域運営を行っていくた

めの指針である地域づくり計画を各地区で策定

し、令和元年度までに全ての地区公民館がコミ

ュニティセンターへ移行されたこともあり、各

地区の地域づくり活動が活発に行われておりま

す。また、昨年４月に、一般社団法人長井市コ

ミュニティ協議会の運営が開始され、業務の一

元化などによる効率的な施設運営がされており、

地域住民主体の事業の展開が図られてきており

ます。 

 本市には138地区があり、地区長の皆様には

自治会の長としての役割のほかに、市と市民の

橋渡し役として、様々な役割を担っていただい

ており、市行政事務の周知徹底に関する事項や

各種調査に関する事項、また、まちづくりへの

地区住民意思の反映に関することが職務として

あるほか、その他市長が必要と認め委嘱する事

項など、多くの職務に当たっていただいており

ます。 

 これからの地域社会にあっては、共に支え合

って生きていくことが大切であり、福祉や防災、

そして災害時の機動的な対応といった、より現

実的なものが求められ、重要性が増してきてい

るものと思いますが、一方で、全国的に急激な

人口減少や高齢化が進んでいること、さらにコ

ロナ禍であったことも大きく影響し、地域コミ

ュニティの希薄化など、様々な地域の問題が生

じてきていることも現実であります。地区長の

皆様においては、地域の安全活動や防犯など、

市や警察等からの協力依頼に対して、それぞれ

に人を充てなくてはならなくなってきており、

人口の少ない地区においては、人員の選考が大

変難しくなってきている状況にもあります。 

 このような背景もあり、今年度致芳地区では、

各地区より年会費を納入している組織への要望

として、行事の削減、組織のスリム化、役員の

削減等への前向きな検討や年金暮らしの高齢者

の住民負担軽減にもつながる年会費減額の検討

が要望されております。 

 毎年各地区、地区長会総会の場や行政運営会

議等で、各地区連合会の会長などと意見交換や

情報交換をするとともに、コミュニティセンタ

ーとの話合いなどにより、課題等も把握してい

ると思いますが、地域を取り巻く環境は大きく

変化しつつあり、これからの変化と課題に的確

に対応し、市民と市とが一体となった協働のま

ちづくりを進めていく必要があることから、本

市としても所管課が複数ある地方自治法上必置

の附属機関と、条例等による任意設置である各

種委員会、審議会等における任期、委員数の再

考や、設置経緯、経過を踏まえた再編統合等の

検討を進めるべきと考えますが、市長の見解を

伺います。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。 

○鈴木富美子議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。渡部正之

議員から大きく２点、ご質問、ご提言をいただ

きました。私からは、２点について、考え方や

ら、あるいは議員からいただきましたご提言に

ついてお答えを申し上げたいと思います。 

 まず最初に、アフターコロナのシティプロモ

ーションについてということで、これから、こ

れまでの課題を整理して、今後のまちづくりの

方向性とビジョンを市民と共有しながら、シテ

ィプロモーションを事業展開すべきではないか
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というようなご提言でございます。特に私のほ

うからは、長井市のブランド強化を図り、市民

と一体の取組が重要であり、トータル的に市外

からの評価向上につながる戦略が必要と考える

が、見解と今後の方向性はという点についてお

答えを申し上げたいと思います。 

 議員のほうからシティプロモーションという

ことで、アフターコロナ、コロナが収束に向か

っておりますので、これからはまたそういった

様々な活動ができるような環境に近づいている

ということで、どういうふうな戦略を持って考

えておりますかというようなことなんですけど

も、キーワードとして戦略を上げますと、たく

さんあるんですが、その一つが、これはアフタ

ーコロナということではないんですが、これか

らの関係人口、あるいは市民の皆様がいろんな

形でまちづくりに関わりたい、あるいは地域を

よくしたいというときに、その受皿、母体とな

る、それを充実させることが必要だということ

で、これは10年来の地元の地区公民館の皆様と

の話合い、あるいは教育委員会から市長部局に

移行するということなども踏まえ、まず第一は、

昨年法人化をしていただきました長井市コミュ

ニティ協議会、いわゆる各コミセンの法人化に

よる活動の充実と、また地域活動を支える地元

の人材確保、育成、これが、この後の長井市の

関係人口をたくさん増やすということの一番の

ポイントが、ここだと思っております。 

 あと、市民の皆様、様々な思いがありまして、

地区をよくしたい、長井市のために何か手伝い

たい、あるいは提案したいといったときに、一

人一人の市民の方がなかなか市のほうに直接と

いうのは難しいと。それはある場面では市議会

議員の皆様に、いろいろ提言だったり、お願い

すること、あるいは地区長さんや、あとは市役

所の関係部署に直接ということもあるんでしょ

うけども、一番、それを受皿として、その市民

の皆様の考え方を生かしていくには、やはり各

地区のコミュニティセンターが一番重要だと私

は思っております。これを地元の皆さんにご理

解いただいて、詳しくは分かりませんけれども、

多分県内では先駆けだと思っております。これ

がまず一つですね。 

 それから、もう一つは、実は関係人口につい

ては、観光地域づくりとして考えている、やま

がたアルカディア観光局です。これは長井市を

中心とした２市３町なんですけども、むしろ長

井市単独で行うより、この地域全体で、しかも、

それぞれの市町の進め方がいろいろありますの

で、それを刺激に受けながら、長井市としてど

ういうふうに関係人口を増やしていくか、これ

はやまがたアルカディア観光局というのは、ま

さに関係人口を増やすための旅行会社なんです

ね。その主役は行政ではなくて、民間事業者さ

ん、あるいは観光で地域づくりを行いたいとい

う市民とか、企業とか、事業者さんが主役だと

いうことです。 

 あと２点目は、これも苦労してつくっていた

だきました、ふるさと長井会。これはもともと

関東致芳会、発展的に開催されましたけども、

それを受け継いだふるさと長井会。長井市出身

あるいは長井にゆかりのある人たちが、長井を

応援しようということでつくってくださった、

今までの県人会と全く異なる、大変ありがたい、

私どもとしては組織なんですけども、このふる

さと長井会の皆様のご協力やら、あるいはご助

言をいただきながら、そういったシティプロモ

ーションの核となると思っています。 

 それ以外に、議員からもございましたような

連携協定を結んでる、いろいろな団体やら、あ

るいは企業等々ございます。一例を挙げれば、

議員からもありましたように、全国257の信用

金庫が連携して、よい仕事おこしフェアという

ことで、特にこれから起業・創業する、あるい

は今までやっていた事業をさらに別部門で行い

たいとか、そういったところで力になっていた
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だけるのは、地元と関わりの深い信用金庫さん

だと。銀行さん、山形県内ですと、地銀さんも、

あと信用組合さんも同じではございますけれど

も、そこのよい仕事おこしフェアの実行委員会

との連携協定を結ぶことができたということは

大変な力になります。 

 あと、それ以外にもありました八芳園、これ

は食という、特化した部門での。これはたまた

ま現社長が、父親が長井市出身ということで、

特に思い入れもいただいて今後長井の食文化、

あるいは長井の様々な食の資源を活用しながら、

シティプロモーションとして、今後長井の展開

がいろいろ考えられると。 

 あと、もう一つは、モンベルさんですね。こ

れはモンベルさんは、全国、もちろん都道府県

も含めてたくさん連携協定結んでいらっしゃる

ようですが、モンベルの会員というのは100万

人以上いらっしゃるわけで、そういった人たち

とつながる。これ以外にも様々な連携協定を結

んでいる団体、組織がございます。こういった

ところと連携することがシティプロモーション

の一番の力になるだろうと。 

 一方で、長井のブランディングっていいます

かね、それは何をブランディングするんだとい

うのは、非常にこれが難しい。ただ、かつて、

これは７年ぐらい前でしょうか、シティプロモ

ーションの国の補助を受けまして、そのための

事業を２年かけて行いまして、そのときにやっ

ぱり長井の売りは水だろうということで、

100％天然水の子育てながいというようなこと

で、水と子育て、教育、こういったところをブ

ランディングにしようということで、様々その

後、いろんな地道な活動を行ってきたわけです

が。やはり全国には市町村だけで1,744あるわ

けですから、それぞれがブランディングをして

るわけですよね。したがって、特に長井市は知

名度がないと、市民の皆さんもちろん、ふるさ

と長井会の方々も感じていらっしゃいます。例

えばこの辺ですと米沢市のような、もう黙って

いても、国民の10人中七、八人は分かってる、

知ってる、聞いたことある。だけど、長井市と

いうと、それこそ10人に１人知ってるか知らな

いか、聞いたことあるかなみたいな。これらに

ついては非常に難しいと。したがって、地道に

売り出していくこと。それによって、長井のフ

ァンを増やして、長井のいろんな食やら生産物、

あるいは企業さんで出してるものなどを購入い

ただいて、応援していただく。 

 あるいは関係人口として、二拠点定住みたい

なものもありますし、それから、やがて長井市

に移り住みたいと思ってもらえるような、そん

なものを考えているところでございます。これ

が私のブランディングとしての全体像で、した

がって、販売促進ですから、プロモーションと

いうのは。そういう意味では、これをやったか

ら一気にぼんということは、残念ながらなかな

か難しいと。 

 この間、たまたま初夏のガーデニングという

ことで、例年ずっと、もうこれも10年以上前か

らガーデニング講座なんかやっていただいてい

る勝山先生、岩手の方なんですが、この方が今

回、挨拶でも言ってましたけども、奥州市に在

住なんですね。奥州市というと大谷ですよね、

大谷の生まれ育ったところ。あと、佐々木投手

なんかも奥州なんですね。ですから、そういっ

たことで、奥州というのは売れるんでしょうけ

ども、それでも、なかなか大谷と奥州市って結

びつかないですよね。それぐらいブランディン

グというのは難しい。 

 あと、昨日は、全国の街路事業の促進協議会

というのがありまして、そして会長が広島市長

さんで、一緒に南陽市と私ども、後々自民党の

総務会長なさっている遠藤利明先生のほうに要

望に行くので、じゃあ、山形県で私と南陽市長、

声かかって一緒に行こうと。その南陽市さんが、

いろいろ話しする中で、ラーメンでいろいろま
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ちづくりの、これもシティプロモーションの一

つですよね。やっぱりこれも、このプロモーシ

ョンが、例えば３年５年やって、ずっとそれが

ブランディングとして、シティプロモーション

が成功するかというのは、そう簡単なものじゃ

ないですよね。今はすごいです、実際、南陽で

ラーメン食べたいって人はいっぱいいらっしゃ

るわけですね。例えば喜多方、福島県の喜多方

のラーメンというのは、一頃すごかったですよ

ね。わざわざ喜多方にラーメン食べに全国から

集まるぐらい。それぐらい、シティプロモーシ

ョンというのは考え方次第だと私は思っていま

す。 

 そういった意味で、ちょっと具体的にお答え

申し上げていきたいと思いますが、議員ご指摘

のとおり、関係人口の拡大に向けたまちづくり

は、市民と共にという視点が非常に重要だと思

います。水、花、けん玉、黒獅子など、既に私

たちが町の誇りとしてるものはたくさんありま

すが、そうした町に内在する価値を、市民ある

いは事業者の皆さんと一緒に再発見したり、磨

き上げたりすることで、地元愛が形成され、地

域資源の効果的な情報発信につながる可能性は

あります。 

 例えば、ご案内のとおり、市では昨年７月、

東京都白金台にある結婚式場、これは全国一の

結婚式場ですよね、有名な、株式会社八芳園と

パートナーシップ協定を締結しました。協定に

基づき、首都圏にある同社イベントスペースＭ

ｕＳｕＢｕで開催された催しでは、長井の水や

食材、黒獅子、そしてけん玉など、市民にとっ

て身近な観光資源が八芳園のプロデュース力に

よって磨き上げられ、地域の魅力の再発見につ

ながる取組となりました。 

 イベントでは、特につや姫や秘伝豆など、長

井産の食材を使った様々なメニューが提供され、

好評を博しましたが、例えば首都圏で活躍する

一流のシェフが、長井産の食材を新たな視点で

活用することで、私たちもその価値を再発見し、

地元への愛着が深まり、本市のブランド力強化

へつながっていくんではないかと考えています。 

 また、こうした情報発信を効果的に行う上で

欠かせないのは、長井市が大田区に設置する東

京事務所や、平成28年に設立したふるさと長井

会の存在があると考えております。現地での集

客はもちろん、イベントを開催する際の細やか

な物品の手配から、市内事業者との調整に至る

まで、両者の存在は本市にとって大きな強みで

す。こうした関係機関との連携を大切にしなが

ら、市民と一体となった戦略性のある取組を今

後も進めてまいりたいと思います。 

 なお、私どもは、今特にブランド化として、

ブランド力強化として力を入れてるのが、市技

であるけん玉ですけども、このけん玉の本を３

月に発行しまして、この５月の下旬に、東京の

有楽町の交通会館ってあるんですけども、そこ

に入ってる三省堂書店の有楽町店の前で１日イ

ベントをやりました。そのときにはもちろん、

地域おこし協力隊のシェルビーとニックに行っ

ていただいて、いろんなパフォーマンスを見て

いただいたり、あるいはふるさと長井会の皆さ

んがいろいろ応援に来ていただいて、多分10人

以上の方がビラを配ったり、一緒にけん玉のパ

フォーマンスに付き合っていただいたり、あと

アナウンスなど一生懸命して人を呼び込んだり、

いろんなことをやりましたけども。この市技と

して頑張っているけん玉、これらについても、

市民の皆様からいろいろお力添えをいただいて

市技に、そして議会に条例を制定いただいたわ

けですけども。こういったことなど、一つでは

なく、いろんな形で長井市を売り出す。それに

関わっている市民の皆様と一緒になって外に向

けて、ぜひ長井を知って、長井に来ていただい

て、長井のファンになってくださいという活動

はこれからも続けていきたいと思います。今後

ともよろしくご助言お願いしたいと思います。 
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 続きまして、大きな２点目の協働のまちづく

りを進めていく上での課題についてということ

で、地域社会を取り巻く環境は大きく変化しつ

つあり、これらの変化、課題に的確に対応し、

市民と市が一体となった協働のまちづくりを進

めていく必要があるということから、ご提言と

いうことでいただきました。 

 議員からは、長井市としても所管課が複数あ

る地方自治法上必ず置かなきゃいけない附属機

関と、条例等による任意設置である各種委員会、

審議会等における任期、委員数の再考や、設置

経緯、経過を踏まえた再編統合等の検討を進め

るべきと考えるが、見解はいかがということで

す。 

 実は、これと関係するかは分かりませんけれ

ども、この新年度に入りましてから、致芳地区

の地区長会から要望書を頂いております。正直

言って、この要望書頂いて、衝撃的でした。と

いうのは、我々やっぱりもっともっと地区長の

皆さんといろんな意見交換をして、なぜこうい

う事業を地区長の皆さんにお願いするのかとい

う、その経緯を含めた、その根拠といいますか、

それを時間はかかるんですけど、お知らせしな

いと、すごく誤解されているんだなと思いまし

た。 

 この中で、特に非常に深刻だなと思ったのは、

確かに高齢者世帯だけのご家庭、年金で暮らし

てらっしゃる方というのはどんどん増えていま

すので、そういった方々が地区費ということで、

あわせて、市からの依頼されたいろんな経費を

地区長さん、集めていただいてるわけですが、

それってもっと節約しろと。こんな集める必要

がないんじゃないかということなんですが、実

はそのほとんど全てが長井市からお願いしてる

んじゃないんです。国であったり、県であった

りするんですね。 

 例えば、長井市のほうでは直接ではないんで

すが、水まつりの協力金、500円以上というこ

とで、観光協会さんと一体となって、地区長会

の皆様のご同意をいただいて、お願いしてます。

唯一これが長井市が関わるものです。 

 それ以外の、例えば赤十字の会費、これ１世

帯700円なんですね。これはご承知のとおり、

日赤のほうからの依頼なんですね。ですから、

これは日赤というのは、我々地方自治体ではな

くて、国の外郭団体なわけですね。 

 それから、社会福祉協議会の会費、これは

700円なんですが、これは社会福祉協議会の法

律で定められて、県が主体となって大体集めて、

いろんな分配をしてるわけですけども、長井市

が集めてるんじゃなくて、より地域福祉を充実

させるために、県のほうから依頼があって我々

は集めてるわけですね、県は県で国とつながっ

てるわけですけども。 

 それから、交通安全関係も２つあります。交

通安全母の会の会費、これは100円ですけども、

あと交通遺児募金、これ１世帯20円以上お願い

してるようなんですが。こういったものは、直

接主管課は市民課なんですが、これは県単位で

お願いしてるわけですね。長井警察署に行って

も、交通の、我々の免許証の更新とかするとき

にある、あそこが交通安全協会さんなんです。

県の外郭団体です。警察と一体の組織なんです

が、これは国も全体でこれをやってるわけです

ね。このお金は市でお願いしてるわけじゃない

んです。我々市町村が皆様にお願い、県を長井

市が通じてお願いしているもの、あと遺児費に

ついては、交通事故で親を亡くしたとか、そう

いったことで大変な人をみんなで応援しようと

いう、そういう募金。 

 それから、赤い羽根募金、これ１世帯470円

なんですが、これも社協さんなんですけども、

これ県単位で、いわゆる献血なんかも含めてい

ろんな活動されてるわけですけども、これは全

国でやっているわけですけどね、それを県のほ

うから依頼があって、私ども地区長さん通じて
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お願いしてる。あとは歳末たすけあい運動、こ

れは１世帯400円以上、これも恵まれない人た

ちに、いろんな支援をしようということで、み

んなで助け合いしてる。これも県を通じて私ど

もに来てると。県は県で全国でそれをやってる

わけですね。 

 こういったものなんですが、これを私どもと

しては、もうずっとずっと、もう何十年も続い

てますので、当然地区長の皆さんはご理解され

てるものということで、一つ一つのことは申し

上げてないんですが、これらについて、市では

もっとやめろと、もっと少なくしろ。それは地

区長さんとしては、お金集める立場の人は大変

ですけども、それを私どもきちんともう一回お

話ししなきゃいけないのかなということで、非

常に深刻だなと思いました。 

 あとは、地区長の皆様が、本当に地区長さん

というのは、これは長井市独自の制度です。地

区長会ってないところはもちろんいっぱいあり

ます。例えば地区長さんのほうに特に大変手間

をかけている市報の配付なんですが、都会のほ

う、大都市はほとんど郵送です、郵送です。で

も我々は、隣組があって、そして全体の地区が

あって、そしていささかではございますが、そ

の郵送なんかするよりも、地区長さんが隣組長

さんを通じて、地区の組織としてみんなで支え

合うという意味から、若干の謝礼を払ってお願

いしてるわけですけども、その地区長さんが、

なかなか担い手がいないと。特に致芳地区につ

いては、現職で仕事なさってる50代ぐらいの方

が、一つの地区が十何世帯しかないとか、20世

帯ぐらいって結構多いんですね。そんなことで、

非常に苦労されているということから、もうこ

れは地区長会に、もう15年ぐらい前から働きか

けて、もし必要だったら再編しませんかと。十

何戸のやつを、大体今は基準が50世帯ぐらいし

て、そういうふうにしないと、地区長さんの担

い手っていいますか、なかなか厳しいだろうと

いうことでお願いしてるんですが、でも、なか

なか地区の事情で再編できない。でも再編して

いただいたところはたくさんあるわけですね。 

 それ以外に地区にいっぱい役職があるってお

っしゃるわけですよ。でも市からお願いしてる

役職というのは、主にそういったもので。ただ

衛生組合は、地区長さんと兼ねてるところがあ

りますし、ごみの収集場所の担当とか、廃棄物

減量等推進員とかなんていうのも、以前お願い

したものがまだ地区の役職としてはあるかもし

れませんけども。ごみはやっぱりみんなで交代

で当番して、適切なごみの出し方をということ

でお願いした、それ以外は実はないわけですよ

ね。ところが、役職がいっぱいあって大変だか

ら、市のほうで役職を整理してくださいと。い

や、どういう役職をおっしゃってるか分かりま

せん。ただ、たくさんあるというのは多分、神

社であったり、お寺であったり、あと様々な地

区の、それ以外の組織もあるわけですね。あと

は、もしかしたらコミュニティセンターのこと

もあるのかもしれません。 

 でも今の時代、むしろ、本当に高齢者が増え

てる時代だからこそ、支え合いをしなきゃいけ

ない。約１万世帯のうちの４分の１は高齢者だ

けの世帯ですから、その世帯の人たちを、本来

はお子さんがいらっしゃれば、お子さんなんか

が近くに住んでいらっしゃるとか、あと親戚が

あったら、お互い、以前は協力し合えたんでし

ょうけども、今はそういうことも希薄になって

ますから。 

 でも、それに対して市でもう少し役職をまと

めたらいいんじゃないかというのも、おっしゃ

ること分かりますけど、我々市の問題じゃなく

て、地区の問題なわけですね。ですから、地区

の中でどうするかということを本来は議論され

て、なんですけども、ここの文書見ますと、全

会一致でこの文書頂いたとあるんですよ。ええ、

そんなに長井市に対して、地区に負担をもっと
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かけるなみたいなことを言われたんだというこ

とで、実は私も市長させていただいて17年目で

すが、もちろん初めてのことです。むしろ行革

のときなんかは、いや、市も大変だったら、

我々市民みんなで長井市よくなるように手伝お

うじゃないか、励ましていただきました。とこ

ろが、今、こういう時代だからこそ、もっとも

っと市民との意見交換とか、地区をみんなでど

うするって考える。そんな時代なんですが、そ

れを市で考えろと言われたような気がして、非

常に茫然としました。そういう意味では、もっ

ともっと地区長の皆さんと意見交換とか、ある

いは様々なお話を聞く、そういう機会を設けな

きゃいけないのかなと。 

 行政運営会議というのを、こういったことも

あって、10年前ぐらいから設けてるんですね。

それは何かというと、地区長の皆さん、138名

の皆さんに集まっていただいて、全部説明する

ってなかなか大変なもんですから、各地区の地

区長会の代表の方とかに集まっていただいて、

いろんなことを、長井市はこういう課題があっ

て、こういう事業をやろうとしてますとかとい

うことを、年２回程度ですけども、お話ししな

がら、長井市はこういうことで、今運営してま

すので、いろいろご意見やら、あるいは何かあ

ったら改善をしますので、ご意見くださいとい

うことをお願いしてるわけなんですが、そうい

ったことなものですから、やっぱりもっともっ

と。 

 時間もあまりないので、私、本当は原稿作っ

ていただいたのではございますけれども、ちょ

っとこれ読むと時間かかりますので、このぐら

いにさせていただきたいと思いますが、これは

私どもとしては深刻に受け止めて、今後これを

どうするか。それは地区の誤解ですよなんてい

うことで済まされないということだと思ってま

すので、今後ですね、地区長連合会のほうとも

相談しながら、これは多分一つの地区だけでは

なく、そういう地区がほかにもあるのかもしれ

ません。 

 でも、さっき申し上げましたように、シティ

プロモーションなんかやるときに、一番は地元

のコミュニティセンターがその受皿だと思って

るんですよ。コミュニティセンターと地区長会

とか、あるいは特に民生委員・児童委員協議会、

民生委員・児童委員の皆様とか、本当に地区の

中でご苦労されている皆様ともう少し、長井市

というのはどういうことを目指してるか、どう

いう課題があるのか。こういう時代だからこそ、

もっともっと密接につながっていかなきゃいけ

ないと私は思っておりますので、ぜひ今後とも

ご助言などをいただければと思います。 

○鈴木富美子議長 竹田利弘政策推進監。 

○竹田利弘政策推進監 私のほうから、１番目の

アフターコロナのシティプロモーションについ

ての（２）のパートナーシップ協定などによる

新たな関係性の構築により、地域活性化につな

がる効果的な情報発信やブランド強化が図れる

と考えているが、現状どのように考えてるのか。

また、今後の取組についての考えはについてお

答えさせていただきます。 

 議員から紹介ありましたように、よい仕事お

こしフェア実行委員会は、全国の250を超える

信用金庫の取引企業とその連携する全国の自治

体などが一堂に会し、新たな出会いの機会を創

出するビジネスマッチングなどを目的に、東京

に本店のある城南信用金庫が事務局となり、運

営する組織でございます。 

 昨年４月に締結いたしました包括連携協定に

は、地域産業の振興や中小企業の支援等を目的

として、本市と地元の米沢信用金庫、あと新庄

信用金庫、事務局の城南信用金庫の四者が連名

で締結を行ってございます。 

 この協定を踏まえまして、本市では、先ほど

ご紹介ありましたように、羽田空港に隣接する

大型複合施設、羽田イノベーションシティでの
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イベントをはじめ、東京ビッグサイトにおいて

450を超える企業、団体が参加したよい仕事お

こしフェアでの出展、あと長井産枝豆を活用し

たクラフトビールやヨーグルトリキュールの開

発。あと山形県の西川町、実はこの協定を結ん

でいる県内の自治体は、県内では長井市と西川

町だけでございますので、その西川町と共同で、

これは城南信金のほうから聞くと、全国で初の

試みで、オンラインを活用した首都圏のデパー

トなどとのビジネスマッチングイベントなどに

参加をしてございます。各イベントのブース出

展では、地場産品の販売やふるさと納税のＰＲ、

あとけん玉による地域活性化の紹介など行って、

長井の魅力を効果的に発信することができてい

ると思います。 

 また、ビジネスマッチングイベントでは、羽

田イノベーションシティにあるよい仕事おこし

ネットワークの拠点施設、ここに城南信用金庫

のよい仕事おこしプラザがございまして、ここ

に、東京のバイヤーの方がいらっしゃって、あ

とタスのコワーキングスペースに長井の事業者

に集まっていただきまして、ここをオンライン

でつなぎ、商談を行ったこともございます。た

だ、長井市で生産するロットがなかなか合わな

くて、直接的には商談がまとまらなかったんで

すけども。というか、バイヤーの方が長井市の

企業で供給できるロットをはるかに超えるロッ

トを求められたものですから、今回結びつかな

かったんですけども。将来的なビジネスチャン

ス、長井にはこんないい材料があるよというこ

とは非常に知っていただいて。あと、むしろ東

京のバイヤーの方々は、こういった工夫をすれ

ば、もっと売れるんじゃないかとかという、ち

ょっと糸口は見えてきたところでございます。 

 さらには、議員からもご紹介ありましたが、

昨年７月にパートナーシップ協定を株式会社八

芳園と締結しております。この八芳園は、昨年

バイデン大統領が岸田首相と夕食をしたという

ことで、非常に名を知られているところでござ

います。 

 この協定によりまして、昨年度は８月と12月

に、八芳園が運営します白金台のイベントスペ

ースＭｕＳｕＢｕにおいてポップアップイベン

トを開催して、長井市の水や米沢牛、あと農産

物の加工品のほか、加工品の販売、そのほか、

例えば黒獅子とか、長井つむぎ、けん玉など、

長井の魅力ある資源を幅広く紹介して販売しま

した。 

 白金台は、私も何回も行きましたが、高級住

宅街でして、比較的お金をお持ちの方が非常に

多いと感じられるところですので、そのイベン

ト会場には様々な年代の人が訪れ、値段を見ず

に、おいしいものだったら幾らでもいいよとい

う方が訪れて、そういったことで、長井のこと

をよく知っていただくいいきっかけになったと

思っております。 

 あと、八芳園では、長井産食材を使ったメニ

ューの開発とか、あと商品の見せ方、紹介の仕

方など、長井の業者ではなかなか分からないと

ころを上手に見せていただくということは、非

常にプラスになったと思っております。 

 あと、八芳園の協定につきましては、現在リ

ノベーションを行っているタスへの飲食機能へ

の支援も予定されているところですので、これ

には非常に期待を寄せているところでございま

す。 

 あと、いずれの協定も、締結から僅か１年程

度ではありますが、よい仕事おこしフェア実行

委員会との連携によるネットワークを生かした

新たなビジネスの創設や、八芳園のプロデュー

ス力を生かした地域の魅力再発見など、新たな

気づきとともに、徐々に成果が表れてきてると

実感しております。 

 あと、今年度予定されております国内外の姉

妹都市との交流をはじめ、各種イベントへの開

催、出展、商品開発など、連携による強みを生
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かしながら、本市の関係人口、交流人口の拡大

につながる取組を今後とも積極的に推進してい

きたいなと考えてございます。 

○鈴木富美子議長 新野弘明地域づくり推進課長。 

○新野弘明地域づくり推進課長 私のほうには、

１番のアフターコロナにおける事業展開、シテ

ィプロモーション活動と今後の関係人口の関わ

りについてどう考えるかということでございま

すが、シティプロモーションにつきましては、

先ほどの市長答弁と重複しますので、そこを省

略させていただきまして、関係人口のところを

端的にお答えさせていただきたいと思います。 

 関係人口につきましては、本市におきまして

も少子化や働き手の都市部への流出などにより

まして、人口が減少、高齢化してる中で、関係

人口の方々は地域の活性化、ひいては地方創生

を実現するための重要な担い手と考えていると

ころでございます。 

 これをうちの今の施策に当てはめてみますと、

ふるさと長井会であったり、あとはふるさと納

税をしていただいた方、あとフィールドワーク

で来ていただいた大学生、あとは地域おこし協

力隊とか、そのつながりのある方などが考えら

れます。 

 そうした中で、アフターコロナになりつつあ

る今でございますけども、再び観光、交流で人

の往来を活性化し、まずは交流人口として、ま

ず長井市を訪れていただいて、興味を持ったと

ころで関係人口として関わっていただく。そし

て最終的には、長井市に移住していただく、定

住人口になっていただくというステップで踏ん

でいくことが、月並みでございますが、最も重

要だと考えておりますし、その受皿として、市

長答弁にもありましたけども、コミュニティセ

ンターの関わりも重要になってくると考えてお

ります。 

 また、議員からありましたとおり、市民の一

人一人が長井市に誇りや喜びを感じることが重

要とありましたが、市民の中でも、とりわけ子

供たちに早い段階から郷土愛を教えるような取

組も関係人口の獲得に有効であると考えており

ます。市内の高校生、特に長井高等学校などに

つきましては、卒業すると多くの生徒が県外の

大学に進学いたしまして、大学卒業後も市外で

就職するケースが多いために、なかなか地元に

戻ってくるケースが少ない状況でございますが、

小さい頃から郷土愛を植え付けられた子供の場

合は、大人になってからも長井に戻って、長井

に戻ってこなかったとしましても、長井に愛着

や誇りを持って、関係人口として積極的に長井

に関わってもらえる可能性が広がると考えてお

ります。 

 このように、まずは子供も含め、全ての市民

が自分が住んでいる長井に誇りと愛着を持ち、

自信を持って外部の方々に情報発信することが、

関係人口につながっていくと考えますので、そ

ういった機運の醸成に努めてまいりながら、事

業を進めてまいりたいと思います。 

○鈴木富美子議長 ７番、渡部正之議員。 

○７番 渡部正之議員 それぞれ答弁いただきま

した。 

 関係案内所についてでありますけれども、お

話の中で、中・高校生に来ていただいて、様々

な企画なんかもできればいいなということであ

りましたので、そういったところにも力を入れ

ていただければなと思います。 

 あと、アフターコロナのインバウンドについ

てでありますけれども、国外向けのといいます

か、インバウンド向けの、こういった取組、政

策なども考えていただければなと思うところで

ございます。 

 あと、この今まで豊かな水と子育てというこ

とでシティプロモーションを行ってきたわけで

ありますけれども、今後市民の皆さんのアイデ

アとか、創意工夫をして、本市の魅力を発信す

るような、都市イメージのブランディングの向
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上に寄与するような事業を募集したり、そうい

ったところに助成するようなところも検討いた

だければなと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

 最後に、質問となりますけれども、先ほどの

地区から上がってきている部分というのは、一

緒に考えていただきたいという部分のところが

大きいと思います。将来を見据えて、各地区に

割り当てられている人員の見直しも必要である

と思いますし、検討していかなければならない、

そういったところになっておりますので、その

点について、いま一度市長の考えをお願いいた

します。 

○鈴木富美子議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 簡潔に申し上げます。おっしゃ

るとおりのところもございますので、ちょっと

まずは地区長会の皆様といろいろ意見交換をし

たりしていきたいと思いますが。ただ、私は、

こういう時代だからこそ、大変な地域はあるか

もしれませんけれども、意思疎通を図っていか

ないと、我々文書でお一人お一人渡して、それ

で済むかという問題じゃないと思うんですね。

本当一緒になってつくっていかなきゃいけない

わけですよ、これからの時代。本当深刻ですよ、

人口減少で。そのときに、地区長の皆さん、大

変さ分かるんですが、じゃあそれをどうすれば

地区長の皆さん大変にならずにみんなの問題と

して考えることができるか、それを模索しなき

ゃいけないと思います。なお、まずは地区長会

の皆様と相談しながら進めてまいりたいと思い

ます。ありがとうございます。 

○鈴木富美子議長 ７番、渡部正之議員。 

○７番 渡部正之議員 ぜひ検討を進めていただ

きたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

 

 

 竹田陽一議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 次に、順位７番、議席番号８

番、竹田陽一議員。 

  （８番竹田陽一議員登壇） 

○８番 竹田陽一議員 共創長井の竹田陽一です。

よろしくお願いいたします。 

 さきの議会選挙において、２期目の当選をさ

せていただきました。大変ありがとうございま

す。初心を忘れず、市民の皆様の声を市政にし

っかり届けて、長井市に住んでてよかったと感

じられる、そして住みたいと思える豊かなまち

づくりに真摯に取り組んでいく所存であります。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 さて、本定例会における一般質問は、一つは、

教員の働き方改革の推進について、一つは、熱

中症警戒アラートの活用について、一つは、無

蓋防火水槽の機能維持についての３件でありま

す。 

 質問に入る前に、少子化対策について少し触

れさせていただきたいと思います。 

 過日、異次元の少子化対策に向けて、児童手

当の拡充などを盛り込んだこども未来戦略方針

が公表されました。教育費や食費などへの親の

負担感を和らげる経済支援はその効果が期待で

きるものと思います。一方、様々な対策の予算

は3.5兆円ほどが必要とされております。その

財源には徹底的な歳出削減などで行うとしてい

るようです。社会保険料の引上げをしない、消

費税などの増税を行わないとしていますが、高

齢化の進展により社会保障費の拡大が続く中、

このような巨費をどのようにして捻出するので

しょうか。少子化対策を前に進めるためには、

当然に安定した財源の確保が求められると思い

ます。財源については、歳出削減に加えて、国

民に幅広い負担を求める増税策なども視野に入

れてしっかり議論してほしいと思います。 

 さて、これより質問に入ります。 


